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卒
　
業
　
式

三
月
十
五
日
、
二
中
学
校
　
三
百
六

十
名
、
三
月
十
六
日
、
五
小
学
校
　
三

百
二
十
七
名
の
卒
業
式
が
春
の
陽
ぎ
Ｌ

が
さ
し
こ
め
ふ
な
か
各
講
堂
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
、
水
巻
南
中
学
校
で
は
、
新
校
舎

に
か
わ
り
二
回
目
の
卒
業
式
1
式
典

の
後
、
各
教
室
に
も
ど
り
級
友
と
の
最

後
の
席
に
つ
き
、
交
友
を
確
か
め
合
っ

た
後
、
在
校
生
、
恩
師
、
父
兄
等
が
見

送
る
校
門
に
向
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に

校
門
の
前
に
く
る
と
、
別
れ
の
気
持
が

こ
み
あ
げ
て
く
る
の
で
し
ょ
、
了
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
女
生
徒
の
涙
ぐ
む
姿
が
み

う
け
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら

元
気
に
学
舎
を
去
っ
て
い
く
、
ど
の
生

徒
に
も
明
日
へ
の
希
望
が
あ
ふ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

町　の　人　口

2月未現在（）は昨年比

人　　口　25′985（＋　566）

男12，627（十　295）

女13，358（＋271）

世帯数　7．889（十　266）

町の面積　10，82　嘘
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4月8日

4月22日
▲

ｌ

主

亨

ｌ

三

号

県知事・県議会議員選挙

任期満了にともなう統一地方選挙が県知事・県議会議

員選挙については4月8日、町議全議員については4月

22日に投票日となっています。

1人の棄権もなく投票されますようお願いします。

投
票
所
地
区

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
6
時

・
▲
1
．
．
ニ
ー
ー
て
▲
▼
．
三
号

第 第 第 第 第 第 第 投
17Ｊ 1
投 投 投 埋 投 投 投 沓

7Ｊく
曹
刀く
酉
刀く
酋
77く
西
フコ‘く
酉
刀‘く
酉
刀く
酋
ニワく 区所 所 所 所 所 所 所

猪
熊
高
松
軍 町 士

口
田
軍 小伊
学左

投

示 集 団 涼 民

会

公 第 涼 校 座 軍
刀く地 民 二

堂 校 所 園 館 館 園 堂 所

樋 梅 古 二 頃 1位！吉 町 吉 下町立

地

区

口 ノ 聖 杜 末 地 田 住 田 二住屋

猪
木
区 新

区 ・

二 松

・ノ
美 三

ノ 車譜

熊 生 偽 栄 吉 ・ 転賢覧

猪
熊

局 街

古

壮 士
口松

区
団 団
地 地

み
ず
ま

団 風
他 国

田
団
隼住座

入 ．．町 賀 団 地

士
仁コ
田

江サみ
住 高
松
団

区

梅

地

鯉

霊諸

等詞

地 ノ き 【コ ノ

木 夕且 区 林 夕二

団
地 4人 鯉

口

岩
瀬

酎 三

一ｌ

く
、
は
っ
き
り
と
。
　
－
　
せ
っ
か
く
時

間
を
さ
い
て
投
票
し
た
の
に
無
効
票
に

な
っ
た
ら
「
骨
お
り
損
」
だ
け
で
な
く

棄
権
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く

と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
く
だ
さ
い
。

代
　
理
　
投
　
票

身
体
が
わ
る
く
て
字
が
書
け
な
い
人

文
盲
で
字
が
書
け
な
い
人
、
盲
人
で
点

字
器
を
使
え
な
い
人
の
た
め
に
代
理
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
で
係
に
〝
代
理
投
票
〟
と
言

い
ま
す
と
、
そ
の
人
に
代
っ
て
投
票
用

紙
に
記
載
し
ま
す
。

あ
な
た
が
、
だ
れ
に
投
票
し
た
か
は

絶
対
に
秘
密
に
な
っ
て
い
ま
す
。

点

　

字

　

投

　

票

盲
人
の
か
た
は
、
点
字
投
票
が
で
き

ま
す
。
盲
人
の
か
た
で
点
字
を
ご
存
知

の
か
た
は
投
票
所
で
〝
点
字
投
票
〟
と

言
っ
て
く
だ
さ
い
。
点
字
器
は
投
票
所

に
用
意
し
て
．
い
ま
す
。

町
議
会
議
員
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

町議会議員選挙
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
所
入
場
券
は
バ
グ
キ
で
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。

一
枚
の
バ
グ
キ
に
同
居
の
有
権
者
を
四
人
ま
で
記
入
し
て

お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
投
票
所
に
行
く
時
は
切
取
線

に
そ
っ
て
自
分
の
入
場
券
だ
け
を
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
投
票
所
は

入
場
券
で
た
し
か
め
て

投
票
所
入
場
券
に
あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
を
記

載
し
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
、
今
年
町
内
転
居
さ
れ
た
か
た
は
、
投
票
所
を

確
認
さ
れ
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
は
現
住
所
に
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
選
挙
人
名

簿
作
成
の
関
係
で
投
票
所
は
旧
住
所
の
区
域
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
。
三
月
十
日
以
降
に
転
居
（
町
内
）
さ

れ
た
か
た
は
、
投
票
日
に
は
転
居
前
の

住
所
に
該
当
す
る
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｊ
選
挙
の
資
格
が
あ
っ
て
投
票
日
三
日

前
ま
で
に
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い

と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

。
入
場
券
を
紛
失
し
た
か
た
は
、
投
票

当
日
、
印
鑑
を
持
参
し
、
投
票
所
の
庶

務
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
候
補
者
の

氏
名
だ
け
を
は
っ
き
り
と

投
票
は
候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
正
し

町
議
会
議
月
選
挙
で
は
、
公
営
の
選

挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
町
内
に
四
十
二

か
所
設
置
し
ま
す
の
で
、
こ
わ
し
た
り

き
ず
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
つ
い
て
は
、
三
月

二
十
九
日
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会
に

お
い
て
説
明
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時
　
3
月
2
9
日
　
午
後
6
時

場
所
　
町
民
全
館
ホ
ー
ル

持
参
品
　
筆
記
具
　
印
鑑

こ
の
説
明
会
は
、
立
候
補
者
に
限
ら

ず
、
代
理
で
も
結
構
で
す
。

前
回
号
の
2
ペ
ー
ジ
、
今
国
の
選
挙

で
投
票
す
る
資
格
の
あ
る
人
で
町
議
会

議
員
選
挙
の
欄
中
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

。
訂
正
管
所

昭
和
3
4
年
4
月
2
2
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
昭
和
5
4
年
1
1
月
用
日
ま
で
に

転
入
届
を
し
…
…
・
は
昭
和
5
4
年
1
月

1
0
日
に
訂
正
し
ま
す
。

「政
治
は
あ
な
た
が

主
役
で
す

選
挙
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（

℡

2

0

1

・

4

3

2

1

・
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線
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）－
、
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中

卒

就

職

者

社

会

見

学

今
年
中
学
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
生
徒
は
、
水
巻
中
学
校
が
十
三
名
、

水
巻
南
中
学
校
が
十
五
名
の
計
二
十
八
名
－
町
教
育
委
員
会
で
は
、
若

く
し
て
社
会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
ゆ
く
生
徒
を
激
励
す
る
意
味
で
、
町
青

少
年
問
題
協
議
会
と
共
催
し
て
社
会
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
毎
年
こ
の
三
月
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
い
ち
早
く
社
会

人
と
な
る
生
徒
に
少
し
で
も
社
会
人
と

し
て
の
予
備
知
識
を
得
、
社
会
へ
の
出

発
点
の
よ
き
思
い
出
と
し
、
明
る
く
楽

し
い
人
生
を
歩
い
て
も
ら
う
た
め
に
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

出
発
前
に
町
民
会
館
に
集
ま
っ
た
生

徒
た
ち
に
副
田
教
育
長
か
ら
「
ど
ん
な

環
境
に
も
負
け
な
い
強
い
社
会
人
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
送

ら
れ
た
後
、
一
行
は
県
の
青
少
年
バ
ス

に
乗
り
込
み
、
目
的
地
の
秋
吉
町
（
山

口
県
）
　
に
向
い
ま
し
た
。
パ
ス
の
中
で

は
、
事
務
局
か
ら
用
意
さ
れ
た
歌
や
ゲ

ー
ム
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
す
が
に

今
の
中
学
生
は
〝
現
代
っ
子
〟
－
物
お

じ
も
せ
ず
堂
々
と
し
た
も
の
。

目
的
地
の
秋
吉
町
で
は
、
鐘
乳
洞
、

カ
ル
ス
ト
台
地
、
自
然
動
物
公
園
サ
フ

ァ
リ
ラ
ン
ド
を
見
学
、
初
め
て
み
る
生

徒
は
、
そ
の
偉
大
さ
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
一
行
は
、
就
職
前
の
一
時
を
自
然

に
囲
ま
れ
た
秋
吉
の
町
で
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

こ
、
に
、
両
中
学
か
ら
、
新
社
会
人

に
な
る
二
人
か
ら
感
想
文
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

南
中
で
学
ん
だ
こ
と
を

大
い
に
発
揮
し
て

南
中
　
尾
原
　
英
利

ぼ
く
達
は
、
こ
の
春
に
就
職
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
中
学
生

生
活
か
ら
み
る
と
、
想
像
の
つ
か
な
い

よ
う
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
ま
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
こ
の
三
年
間
い
ろ

い
ろ
な
思
い
出
が
あ
り
ま
し
た
。
今
そ

の
思
い
出
が
鮮
か
に
目
に
映
っ
て
き
ま

す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た

こ
と
、
そ
こ
に
は
、
ぼ
く
達
だ
け
の
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
思
い
出
を
大

切
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
む

中
学
生
活
の
最
後
の
思
い
出
と
し
て

就
職
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
秋
吉
台
へ

行
き
ま
し
た
。
就
職
し
た
ら
、
中
学
生

時
代
の
よ
う
に
、
自
由
に
仲
間
と
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
な
く
な
ｌ
）
ま
す
。
だ
か
ら

こ
の
一
日
を
力
い
っ
ぱ
い
羽
を
伸
ば
し

て
遊
び
ま
し
た
。

実
社
会
に
巣
立
っ
て
い
く
ぼ
く
達
は

社
会
の
荒
波
に
も
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
も
し
か
し
た
ら
、
自
分
の
力
が
お

よ
ば
ず
に
、
何
も
か
も
投
げ
や
り
に
し

た
い
気
持
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
ぼ
く
達
は
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
る

こ
と
を
望
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
水
巻

南
中
学
校
で
学
ん
だ
も
の
を
大
い
に
発

揮
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
三
年
間
ぼ
く
達
の
た

め
に
御
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

へ
の
感
謝
の
気
符
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

そ
し
て
高
校
へ
進
学
す
る
人
も
立
派

に
頑
張
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
に
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

今
日
の
良
き
思
い
出
を

大
事
に
し
て

水
中
　
小
林
さ
ゆ
み
．

私
達
は
、
中
学
校
を
卒
業
し
、
い
ち

は
や
く
社
会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い
く

三
月
六
日
に
秋
吉
台
鐘
乳
洞
、
自
然

動
物
公
園
サ
フ
ァ
リ
ラ
シ
ド
を
目
的
地

と
し
た
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
就
職
す
る
私
達
に
、
明
る
く
楽
し

い
道
を
歩
い
て
も
ら
う
た
め
に
教
育
委

員
会
の
人
達
が
お
こ
な
っ
て
く
れ
た
行

事
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
委
員

会
の
人
達
が
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
、
行
き
も
帰
り
も
楽
し
く
す
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
中
学
生
活
で
一
生
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
教
育
委
員
会
や
先
生
が
た
、

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
達
は
、
こ
の
日
の
思
い
出
は
決
し

て
忘
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
′
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義
務
教
育
費
に

困

っ

て

い

る

か

た

に

就
学
費
の
援
助
・
…
小
中
学
生
－

経
済
的
な
埋
山
で
町
内
の
小
・
中
学

校
に
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
家
庭

に
対
し
、
義
務
教
育
に
必
要
な
就
学
費

用
を
援
助
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
関
係
苔
類
が

教
育
委
員
会
及
び
各
学
校
に
あ
り
ま
す

の
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
家
庭
と
は
…
・

生
活
保
護
費
の
5
割
増
以
内
の
収
入

し
か
な
い
家
庭
の
こ
と
を
い
い
ま
す

例
え
ば
①
父
4
3
歳
、
母
4
0
歳
、
長
男

中
学
2
年
生
、
長
女
6
年
生
、
次
男
小

学
3
年
生
の
家
庭
で
年
収
入
が
2
9
3

万
円
（
月
収
2
4
万
円
）
②
父
3
5
歳
、
母

3
0
歳
、
長
男
小
学
3
年
生
、
長
女
4
歳

の
家
庭
で
年
収
が
2
2
0
万
円
（
月
収

1
8
万
円
）
③
母
4
1
歳
、
長
女
中
学
1
年

生
、
長
男
小
学
5
年
生
の
母
子
家
庭
で

年
収
入
が
2
2
3
万
円
（
月
収
1
8
万
6

「
閂
）

◎
就
学
援
助
の
範
囲
（
5
4
年
度
）

▼
学
用
品
賛
（
年
額
）

小

学

校

　

　

9

2

5

0

円

中

学

校

　

1

6

8

7

0

円

▼
給
食
費
（
月
額
「
…
実
費

▼
準
教
科
書
費
（
年
額
）

小
学
校
　
　
2
0
0
0
円

中
学
校
　
　
4
0
0
0
円

▼
修
学
旅
行
費
…
…
…
・
実
費

◎
生
活
保
護
世
帯
は
除
き
ま
す
。

就
学
援
助
は
5
4
年
4
月
1
日
か
ら

申
込
み
は
5
4
年
1
2
月
ま
で
受
付
け
ま
す

渡るまい　危ないかけ橋・悪の遺　　秋原順子（水巻南中3年）



4
月
の
幼
児
相
談

4

月

3

・

4

日

▼
日
時

▼
場
所

▼
対
象
児

▼
内
容

4
月
2
日
・
捕
臼
β
可
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

役
場
西
別
館

1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か

月
健
康
相
談
　
体
重
・
身
長
計

測
　
家
族
計
画
な
ど

刷榊昭和54年3月25日間刷肌Ⅲ腑Ⅲ刷ⅢⅢⅢⅢ冊冊川皿脚脚

4
月
の
母
子
手
帳
交
付

▼

日

時

　

4

月

2

日

・

1

6

日

1
0
時
～
ｉ
ｌ
時

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
者
　
妊
産
婦
（
保
健
所
で
検
診

を
終
え
、
1
0
日
経
過
し
て
い
る
こ
と
）

印
鑑
持
参
の
こ
と

三
種
混
合
1
回
目

▼
対
象
児

。
第
1
期
　
2
4
か
月
「
4
8
か
月
の
幼
児

Ｃ
第
2
期
　
第
1
期
終
了
後
1
2
か
月
～

1
8
か
月
の
幼
児

1
4
時
～
1
5
時
　
町
民
会
館

町
建
設
工
事
指
名
鰐
の
受
付

昭
和
5
4
年
度
水
巻
町
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
、
管
工
事
、
地
質
調
査

業
務
の
入
札
・
見
積
り
に
参
加
希
望
さ

れ
る
か
た
を
次
の
要
領
で
昇
り
ま
す

▼
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
誼
Ⅵ

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
は
財

政
係
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

盲
犬
登
録
並
び
に●

狂
犬
病
予
肪
注
射

町
で
は
、
番
犬
の
登
録
並
び
に
注
射

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
貴
寄

の
場
所
で
も
れ
な
く
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
日
時
・
場
所

。
4
月
1
6
日
　
午
前
　
古
賀
区
社
宅
管

理
事
務
所
　
午
後
　
机
公
民
館

。
4
月
1
7
日
　
午
前
　
樋
口
公
民
館

午
後
　
猪
熊
町
住
公
民
館

。
4
月
1
8
日
　
午
前
　
下
二
町
住
公
民

館
　
午
後
　
二
公
民
館

。
4
月
1
9
日
　
吉
由
三
公
民
館
　
午
後

書
由
一
一
公
民
館

。
4
月
2
0
日
　
午
後
　
町
民
会
館

午
前
は
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
ま
で

午
後
は
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
ま
で

な
お
、
こ
の
日
程
に
も
れ
た
犬
は
、

5
月
2
日
　
1
3
時
～
1
5
時
　
町
民
会

館
で
行
い
ま
す
。

▼
料
金

．
登
録
料
　
2
千
円
　
注
射
代
　
千
円

空
手
罵
好
会
会
員
募
集

水
巻
空
手
同
好
会
で
は
、
空
手
道
・

書
道
を
通
じ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

▼
会
員
資
格
　
5
歳
～
1
2
歳
（
男
女
）

▼
会
費
　
　
　
月
千
円

▼
練
習
日
　
　
毎
週
火
・
金
曜
日

▼
場
所
　
町
立
第
三
保
育
園
二
階
（
古

賀
区
）

く
わ
し
い
こ
と
は
直
接
、
練
習
日
に

会
場
の
方
か
山
原
ま
で
（
℡
2
0
2
・

0
4
5
6
）

手
話
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

こ
の
会
は
、
ろ
う
あ
者
と
一
緒
に
な

っ
て
手
話
を
勉
強
す
る
会
で
す
。
手
話

に
関
心
あ
る
初
心
者
の
入
会
を
歓
迎
し

ま
す
。

▼
練
習
白
　
毎
週
木
曜
月
　
午
後
6
時

3
0
分
～
8
時
3
0
分

▼
会
場
　
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▼
会
費
　
　
月
　
2
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ
は
中
間
市
福
祉
事

務

所

（

℡

0

9

3

・

2

4

・

1

1

1

1

）

4
月
の
…
配
。
恕
談

▼
日
時
　
4
月
6
日
・
1
6
日
・
2
6
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

この切替時期
します。

国民健康保険証の切替
あなたが現在使用している国保の
保険証は、今年の3月31［ほでしか

、
ま
・
、
リ

．
い
き
お
時

ません て

　

0

し
す
日

ま
ま
3
1
　
　
　
て
れ

い
い
月
　
　
証
め
ら

が
行
3
　
　
険
納
め

た
を
～
時
館
保
だ
納

し
務
日
1
6
別

0
事
2
8
～
西
鑑

啓
月
時
場
印

切
3
9
役

で
と
Ｕ
Ｕ

用

の
ト

ト場所
ト持参品
なお、保険税をま
の3月末日までに

使
次

．
．
．
．
・
▲
ｔ
′
ュ
▼
・
王
．
…
≡
！
・
・
・
・
ｉ
，
・
・
・
主
…
≡
－
亨
・
・
一
題
一
．
三
．
．
，

！

ｉ　4月のし尿汲取予定日

亘　2日　頃未、猪熊

3日　頃未、唐熊県住、猪熊

4日　鯉口、車返し、猪熊

5日　鯉Ｕ、御輪地、垣添、猪熊

6日　緑風園、中央区、松栄荘用地、猪

熊

7日　美富野団地、古賀、新生街、中央

区、商店街、伊左座、立屋敷

童　9日　芙富野団地、古賀、机、月夜待、
■

片山、本村、ヌメリ石、下二

10日　頃未（5・12・13区）、片山、二

大橋、宮尾、高松区、古賀区

11日　頃末（15・25区）、新生街（山ノ

ロ団地）、噴未（5・12・13区）

川端通り、県道筋、御輪地、車返

し
■

12日　頃未（6・1ト14区）、二町住、宰

下二町住、宮ノ下社宅

13日．吉団団地、机社宅、噴未（6・11

・14区）

14日　吉田団地、樋口卯月

16日　吉田団地、樋口

17日　吉田団地、猪熊

二、下二、樋口

富田本村、伊左座

みずほ団地、猪熊町住　　　　　：
■

みずほ団地、幼稚園通り、古賀県童

住　　　　　　　　　室

日

　

日

　

目

　

口

口

8

　

9

　

0

　

1

1
⊥
　
　
1
　
　
2
　
　
2

日　幼稚園通り

日　梅ノ木区

日　梅ノ木区

日　古窯区（梅ノ木団地側）

日　古賀区（梅ノ木団地側）　　　芸

3　4　　5　6　72　2　2　2　2

■
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－　お　　　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっ

くお礼申し上げます。

猪　　熊　‾故江口綾子殿　　江口邦昭殿

猪熊町住　　故兼　田　隆　殿　　兼田ミトシ殿

机　　　故小　田　半　殿　　小田大吉殿

■

－
－
■
■
■
ｌ
ｌ
≡
≡
－
－
■
■
■
ｌ
≡
三
三
■
■
■
≡
≡
ｌ
≡
■
■
＿
≡
ｌ
三
≡
■
■
▲
≡
≡
≡
－
■
■
■
≡
ｌ
≡
≡
■
一
■
≡
ｌ
三
≡
■
■
■
≡
≡
三
一
■
＿
■
ｌ
≡
≡
≡
■
■
■
≡
≡
≡
－
■
■
車
ｌ
≡
一
－
≡
－
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■
■
三
三
≡
ｌ
■
■
－

あなたの役場です　電話（201）4321番

］

き

Ｌ
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